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シュローダー 
日本ファンド 

第52期 運用報告書(全体版) 
(決算日 2024年２月26日) 

 

 

 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、「シュローダー日本ファンド」は、2024年２

月26日に第52期の決算を行いました。 

ここに、謹んで期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 
信託財産の成長を目的として、積極的な
運用を行います。 

主要投資対象 

当ファンド 
シュローダー日本マザー
ファンド受益証券とします。 

シュローダー 
日 本 マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

わが国の株式とします。 

組 入 制 限 

当ファンドの 
シュローダー 
日 本 マ ザ ー 
フ ァ ン ド 
組入上限比率 

制限を設けません。 

シュローダー日本 
マザーファンド 
の 株 式 お よ び 
外 貨 建 資 産 の 
組 入 上 限 比 率 

株式への投資は制限を設
けません。 
外貨建資産への投資は行
いません。 

分 配 方 針 

毎決算時（毎年２月24日、８月24日、ただ
し当該日が休業日の場合は翌営業日）に、
利子・配当収入と売買益（評価損益を含
みます。）等から基準価額の水準等を勘案
し行います。 
ただし、自動けいぞく投資コースを選択
されている方の場合は、分配金は税金を
差し引いた後、自動的に無手数料で再投
資されます。 
なお、分配を行わない場合があります。 

 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 
東京都千代田区丸の内１－８－３ 
丸の内トラストタワー本館21階 

http://www.schroders.co.jp/ 

 

当運用報告書に関するお問い合わせ先 

・投資信託営業部 電話番号 03-5293-1323 

・受 付 時 間 9:00～17:00(土・日・祝日は除く) 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 T O P I X※ 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（東証株価指数、 
配 当 込 み ） 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

48期(2022年２月24日) 21,548 0 △ 0.2 2,964.54 △ 3.0 100.0 0.1 3,469 

49期(2022年８月24日) 22,770 0 5.7 3,183.62 7.4 98.6 0.8 3,952 

50期(2023年２月24日) 23,998 0 5.4 3,260.04 2.4 99.7 － 4,204 

51期(2023年８月24日) 27,887 0 16.2 3,802.02 16.6 100.1 0.1 4,500 

52期(2024年２月26日) 31,925 0 14.5 4,494.35 18.2 100.1 0.1 4,847 
 

（注） 基準価額、税込み分配金は１万口当たり。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質組入比率を表示しております。 

（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 T O P I X※ 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

（東証株価指数、 
配 当 込 み ） 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2023年８月24日 27,887 － 3,802.02 － 100.1 0.1 

８月末 28,507 2.2 3,878.51 2.0 99.8 0.1 

９月末 29,036 4.1 3,898.26 2.5 98.8 0.9 

10月末 28,022 0.5 3,781.64 △ 0.5 98.8 0.9 

11月末 29,098 4.3 3,986.65 4.9 99.1 0.9 

12月末 29,060 4.2 3,977.63 4.6 100.1 0.1 

2024年１月末 30,916 10.9 4,288.36 12.8 100.4 0.1 

(期  末)       

2024年２月26日 31,925 14.5 4,494.35 18.2 100.1 0.1 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質組入比率を表示しております。 

（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率。 

 

※ 当ファンドは、約款でTOPIX（東証株価指数、配当込み）をベンチマークとすることを定めております。 

 ベンチマークとは、ファンドを運用する際、投資成果の基準となる指標のことです。 

 TOPIX（東証株価指数）は、わが国株式市場全体のパフォーマンスを表す代表的な指数です。 

 また、TOPIX（東証株価指数）は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社の知的財産であり、この指数の算出、数値の

公表、利用など株価指数に関するすべての権利は株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社が有しています。 
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○運用経過 (2023年８月25日～2024年２月26日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算しており、実際の基準価額と異なる場合があります。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびTOPIX（東証株価指数、配当込み）は、期首（2023年８月24日）の値が基準価額と同一となるように指数化

しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドのベンチマークは、TOPIX（東証株価指数、配当込み）です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

期首27,887円でスタートした基準価額は、31,925円（分配後）で期末を迎え、期首比14.5％（分配金再投資

ベース）の上昇となりました。一方、ベンチマークであるTOPIX（東証株価指数、配当込み）は、18.2％の上

昇で、当ファンドは、ベンチマークを3.7％下回りました。 

当期の日本株式市場は前半は一進一退の展開が続きました。2024年に入ると上昇傾向が定着し、以後期末に

かけて上昇基調を維持しました。基準価額も同様の推移を経て上昇しました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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・期初は2023年８月下旬のジャクソンホール会議をきっかけに利上げに対する警戒感が和らぎ、円安の進展

と堅調な企業業績見通しを背景に、日本株式は９月中旬まで上昇基調で推移しました。 

・９月中旬から10月末にかけての日本株式は下落しました。９月のＦＯＭＣ（米連邦公開市場委員会）では政

策金利は据え置かれたものの、2024年の利下げペースが鈍化する金利見通しが示されＦＲＢ（米連邦準備制

度理事会）のスタンスはタカ派的と受け止められました。10月は、米国の金利上昇に伴う米株安に加え、中

東における地政学リスクの高まりを受けてリスクオフの動きが強まり、日本株式は続落となりました。一

方、31日の日銀の金融政策決定会合では、長期金利の１％超えを容認するＹＣＣ（イールドカーブ・コント

ロール）の再修正が行われ、金融株は上昇しました。 

・11月は米国の主要経済指標が市場予想を下回ったことでＦＲＢの利上げ観測が後退、米国長期金利の低下

を背景とした世界的な株高の流れを受けて日本株式も大幅な上昇となりました。 

・12月は、米国長期金利が2024年の利下げを織り込む形で低下し、ドル安・円高が進行しました。日本株式は

外需関連株を中心に調整色が強まり、小幅な下落となりました。 

・2024年１月から期末にかけての日本株式は、海外投資家による買いと堅調な企業業績により大幅な上昇と

なりました。１月前半は、米国における長期金利の低下を背景に日本株式も上昇基調で推移しました。１月

後半からは高値圏でややもみ合う展開となりましたが、2023年10-12月期決算発表開始に伴い、業績が堅調

な個別銘柄を物色する動きとなりました。 

・期末にかけては日経平均株価が終値で1989年末につけた史上最高値を更新し、各種メディアで大々的に報

道されました。 

・セクター別では、上位３業種が、証券・商品先物取引業、保険業、輸送用機器で、下位３業種は空運業、繊

維製品、陸運業となりました。 

 

 

 
・車載用コネクタを牽引役として中長期での成長が期待できるものの、短期業績の循環的な落ち込みが厳し

く株価が低迷したイリソ電子工業を組み入れ、以後比率を徐々に引き上げました。 

・株価が下落基調で推移してきたリログループですが、主力の借上社宅管理と福利厚生の二事業において、中

長期的に安定成長が期待できるとの判断から組入比率を引き上げました。 

・ユニークな経営方針や効率的な物流体制などを評価しているトラスコ中山を組み入れました。 

・二次電池を除く電子部品事業の複数セグメントで業績が停滞しているものの、株価パフォーマンスが早期

に回復したＴＤＫの組入比率を引き下げました。 

・減収減益予想ながらも業績の上方修正を行い、半導体パッケージ用めっき薬品の成長性が評価されたこと

などから株価が上昇した上村工業において、割安感の低下を考慮して組入比率を引き下げました。 

・株価上昇により保有比率が増加する中でアオイ電子の一部売却を行いました。 

 

 

  

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドが主要投資対象としているシュローダー日本マザーファンドの運用について 
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※ 上記データは、全てベビーファンドベースです。投資比率は、マザーファンドの投資比率と当ファンドが保有するマザーファンド比率よ

り算出しております。 
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（プラス要因） 

・オーバーウェイトとしていた低ＰＥＲ（株価収益率）

や低ＰＢＲ（株価純資産倍率）などの特徴を持つバ

リュー株がアウトパフォームしたこと。 

・オーバーウェイトとしていた保険セクターや輸送用

機器セクターがアウトパフォームしたこと。 

・通期業績予想の上方修正に加えてトヨタグループの

持ち合い解消による資産効率の改善が期待された豊

田自動織機の株価が上昇したこと。 

・短期業績は不振ながらも最先端半導体パッケージに

使用されるチップレット技術を生かして事業拡大を

視野に入れるアオイ電子の株価が急騰したこと。 

・ロジック半導体およびバッテリー関連装置受注の増

加と利益率の改善が期待されるアルバックの株価が

上昇したこと。 

 

（マイナス要因） 

・大型株主導の上昇相場にあって、オーバーウェイトと

していた中小型株のリターンが全般的に劣後する状

況であったこと。 

・アンダーウェイトとしていた電気機器セクター、証券・商品先物取引セクターがアウトパフォームしたこと。 

・アンダーウェイトとしていたトヨタ自動車の株価が、販売台数の増加や車種構成の改善、為替影響などによ

り上昇したこと。 

・北米でのデンタルチェア販売の下振れを主因として業績予想を下方修正したナカニシの株価が下落したこと。 

・通期業績の未達リスクや海外事業の先行き不透明感などからリログループの株価が下落したこと。 

・新薬開発の進捗の遅れや競合企業の新薬に関するニュースフローがマイナスの影響を与えた日本新薬の株

価が下落したこと。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） 当ファンドのベンチマークは、TOPIX（東証株価指数、配当込

み）です。 
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収益分配金につきましては、基準価額水準、市場動向、信託財産の規模等を考慮し、当期の収益分配は見送

らせていただきました。なお、留保益については、特に制限を設けず、当社の判断に基づき、元本部分と同一

の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第52期 

2023年８月25日～ 
2024年２月26日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 22,878  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

分配金 
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○今後の運用方針 

当ファンドでは個別銘柄に対する調査に基づく中長期の業績見通しや株価の割安度などを重視した銘柄選

択を行い、長期的なリターンを最大化することを意識した運用を行っています。基本戦略は成長性と割安さを

兼ね備えた銘柄の発掘と長期保有です。 

長期の成長性については、定量的なデータに加えて事業モデルの堅牢性や経営者の哲学など定性的な要素

を加味して考察を加えます。また、企業の成長を長い時間軸で捉えるためには、過去に辿ってきた道筋を遡っ

て検証することも重要です。そうした過程の中から企業の本質的な強みや弱みが浮き彫りになってくること

があります。 

割安度については収益予測に基づいたＰＥＲを軸とした上で、様々な評価尺度や手法を参照し、多面的に判

断するよう心掛けています。 

また、市場平均を上回る成績を上げるためには、ポートフォリオ構築や銘柄選択、売買タイミングなどに関

して、市場で支配的な考え方から距離を置き、独自性を追求することも肝要だと考えます。 

海外投資家からの資金流入などを背景に、株式市場の上昇基調が続く中、日経平均の史上最高値更新が大い

に注目を浴びました。デフレ環境下を脱し、名目値での賃金、企業業績、ＧＤＰ（国内総生産）が増加傾向で

推移することがノーマルな世界に戻りつつある中で、株価指数についても過去ピークの水準を更新するのは

時間の問題かと考えていましたが、上昇のペースの速さや基調の強さには目を見張るものがありました。一握

りの値嵩株の値動きが指数の上下動に与える影響が大きい日経平均と比べて、幅広い銘柄群を組み入れてい

ることで市場全体の動きを反映しやすいＴＯＰＩＸにおいては、2024年２月現在では未だに史上最高値を更

新していませんが、近い将来に達成できる可能性は高いとみています。大きな波乱となるような経済イベント

がなければ、半導体関連や大型バリュー株に偏った物色から次第に広がりを見せ、全体底上げに繋がる展開が

有力だと考えます。これまでの上昇過程では蚊帳の外にあった、安定成長株で株価バリュエーション（価値評

価）が十分に低い水準にあるものや、中小型株で業績回復が進展しているにも関わらず注目を浴びず放置され

ているものなどについては、短期的には報われない環境であるものの、中長期的視点では買い時、仕込み時と

見えており、大いに注目しています。 

また、東京証券取引所による、「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」の要請が深化し、

具体的な取組例を列挙してポイントを解説するなど効果的な形で示され、国内上場企業のコーポレートガバ

ナンス改革を加速させる触媒となっています。時価総額の大きい主要企業を中心とした先導役が主導する格

好となっていますが、今後改革機運が市場全体へ更に広がり、浸透することを期待しています。 
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○１万口当たりの費用明細 (2023年８月25日～2024年２月26日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 241  0.827  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (114)  (0.391)  ・ファンドの運用判断、受託会社への指図 
・基準価額の算出ならびに公表 
・ 運用報告書等法定書面の作成、および受益者への情報提供資料の作成等 

 （ 販 売 会 社 ） (114)  (0.391)  ・購入後の情報提供 
・運用報告書等各種書類の交付 
・口座内でのファンドの管理、および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 13)  (0.045)  ・ファンドの財産保管・管理 
・委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.008   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  2)  (0.008)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.000)   

（c） そ の 他 費 用 8   0.027   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  2)  (0.005)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） (  6)  (0.022)  ・印刷費用は、印刷会社等に支払う運用報告書作成等に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  ・その他は、金銭信託手数料等 

 合 計 251   0.862    

期中の平均基準価額は、29,106円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含

みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.68％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2023年８月25日～2024年２月26日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
シュローダー日本マザーファンド 12,040 59,010 75,644 372,112 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2023年８月25日～2024年２月26日) 

 

項 目 
当 期 

シュローダー日本マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 11,392,245千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 75,257,056千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.15   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年８月25日～2024年２月26日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2024年２月26日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

シュローダー日本マザーファンド 957,285 893,681 4,886,648 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参

照ください。 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2024年２月26日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

シュローダー日本マザーファンド 4,886,648 100.0 

コール・ローン等、その他 1,874 0.0 

投資信託財産総額 4,888,522 100.0 
 

（注） 金額の単位未満は切捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年２月26日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,888,522,628   

 シュローダー日本マザーファンド(評価額) 4,886,648,730   

 未収入金 1,873,898   

(B) 負債 40,652,303   

 未払解約金 1,873,898   

 未払信託報酬 37,539,652   

 その他未払費用 1,238,753   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,847,870,325   

 元本 1,518,507,558   

 次期繰越損益金 3,329,362,767   

(D) 受益権総口数 1,518,507,558口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 31,925円 

 
［元本増減］ 

期首元本額 1,613,904,054円 

期中追加設定元本額 20,497,676円 

期中一部解約元本額 115,894,172円 
 

○損益の状況 (2023年８月25日～2024年２月26日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 15,044   

 その他収益金 15,044   

(B) 有価証券売買損益 649,337,021   

 売買益 662,865,592   

 売買損 △   13,528,571   

(C) 信託報酬等 △   38,778,405   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 610,573,660   

(E) 前期繰越損益金 1,614,025,974   

(F) 追加信託差損益金 1,104,763,133   

 (配当等相当額) (  1,249,455,218)  

 (売買損益相当額) (△  144,692,085)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 3,329,362,767   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 3,329,362,767   

 追加信託差損益金 1,104,763,133   

 (配当等相当額) (  1,249,455,218)  

 (売買損益相当額) (△  144,692,085)  

 分配準備積立金 2,224,599,634   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（15,044円）、費用

控除後の有価証券等損益額（610,558,616円）、信託約款に規定

する収益調整金（1,249,455,218円）および分配準備積立金

（1,614,025,974円）より分配対象収益は3,474,054,852円

（10,000口当たり22,878円）ですが、当期に分配した金額はあり

ません。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
＜分配金について＞ 
・収益分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」
があります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本（受益者のファンドの購入価額）と同額または上回る場合は、
分配金の全額が普通分配金となります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、
残りの額は普通分配金となります。 

・分配後の受益者の個別元本は、元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。 
 

＜お知らせ＞ 
ファンドのベンチマークを「TOPIX（東証株価指数）」から「TOPIX（東証株価指数、配当込み）」へ変更しまし

た。（2023年11月18日から適用） 

 

 



― 13 ―

添付ファンド_10pt_1001837.indd   13添付ファンド_10pt_1001837.indd   13 2024/04/04   16:01:332024/04/04   16:01:33



― 14 ―

添付ファンド_10pt_1001837.indd   14添付ファンド_10pt_1001837.indd   14 2024/04/04   16:01:342024/04/04   16:01:34



― 15 ―

添付ファンド_10pt_1001837.indd   15添付ファンド_10pt_1001837.indd   15 2024/04/04   16:01:342024/04/04   16:01:34



― 16 ―

添付ファンド_10pt_1001837.indd   16添付ファンド_10pt_1001837.indd   16 2024/04/04   16:01:352024/04/04   16:01:35



― 17 ―

添付ファンド_10pt_1001837.indd   17添付ファンド_10pt_1001837.indd   17 2024/04/04   16:01:352024/04/04   16:01:35



― 18 ―

添付ファンド_10pt_1001837.indd   18添付ファンド_10pt_1001837.indd   18 2024/04/04   16:01:352024/04/04   16:01:35



― 19 ―

添付ファンド_10pt_1001837.indd   19添付ファンド_10pt_1001837.indd   19 2024/04/04   16:01:362024/04/04   16:01:36



― 20 ―

添付ファンド_10pt_1001837.indd   20添付ファンド_10pt_1001837.indd   20 2024/04/04   16:01:362024/04/04   16:01:36



― 21 ―

添付ファンド_10pt_1001837.indd   21添付ファンド_10pt_1001837.indd   21 2024/04/04   16:01:362024/04/04   16:01:36



― 22 ―

添付ファンド_10pt_1001837.indd   22添付ファンド_10pt_1001837.indd   22 2024/04/04   16:01:372024/04/04   16:01:37



― 23 ―

添付ファンド_10pt_1001837.indd   23添付ファンド_10pt_1001837.indd   23 2024/04/04   16:01:372024/04/04   16:01:37


